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第
二
百
二
十
四 

  
 

天
下
分
け
目 

   
 
 
 
 

一 
  

日
興
証
券
が
天
下
取
り
を
め
ぐ
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

「
天
王
山
」
で
あ
れ
ば
、「
天
下
分
け
目
」
は
富
士
銀
行
で
あ
ろ
う
。 

 

一
九
六
九
年
度
版
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
」
は
次
の
よ
う
に
書
く
。 

  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
と
い
う
点
で
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
も

っ
と
も
目
覚
し
い
展
開
を
見
せ
た
の
が
、
銀
行
業
界
で
あ
っ
た
。
一

九
六
八
年
の
設
置
金
額
で
は
、
金
融
業
は
、
第
一
位
の
電
気
機
器
産

業
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
、
し
か
も
外
国
機
の
導
入
が
多
い
と
い
う
特

色
を
も
っ
て
い
た
。 

  

こ
の
傾
向
は
七
〇
年
代
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。

特
に
ウ
エ
イ
ト
が
高
か
っ
た
の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
大
型
汎
用
機
だ
っ
た
。 

 

以
下
に
示
す
の
は
七
〇
年
代
に
銀
行
業
界
を
リ
ー
ド
し
た
金
融
・

証
券
会
社
の
大
型
計
算
機
導
入
状
況
で
あ
る
。
当
時
、
自
社
が
ど
の

よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
か
は
秘
密
と
さ
れ
た
。
解
っ

て
い
る
限
り
、
と
い
う
条
件
が
付
く
。 

（
カ
ッ
コ
内
は
導
入
し
た
年
・
月
）。 

  

【
銀
行
】 

 

・
協
和
銀
行 
 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

 

・
埼
玉
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
77
・
７
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
77
・
10
） 

 

・
三
和
銀
行 

 
 
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
７
０
０
（
72
・
８
） 

 
 
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
７
０
０
（
75
・
４
） 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
１
５
（
72
・
４
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
８
（
74
・
６
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
８
（
74
・
12
） 

 
・
住
友
銀
行 

 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
０
モ
デ
ル
７
０
０
（
73
・
３
） 

 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
０
モ
デ
ル
７
０
０
（
73
・
３
） 

 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
０
モ
デ
ル
７
０
０
（
75
・
７
） 

 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
２
２
０
０
モ
デ
ル
７
０
０
（
75
・
７
） 
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Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
75
・
６
） 

 
・
第
一
勧
業
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
―
４
０
（
74
・
２
） 

 

・
大
和
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
75
・
３
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
75
・
８
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
（
79
・
３
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
（
79
・
３
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
（
79
・
３
） 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０
―
８
０
Ｂ
（
79
・
12
） 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０
―
８
０
Ｂ
（
79
・
12
） 

 

・
東
海
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
74
・
２
） 

 
 
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
―
１
８
０
（
76
・
１
） 

 

・
東
京
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
８ 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
―
１
９
０ 

 

・
日
本
興
業
銀
行 

 
 
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
―
１
８
０
（
78
・
12
） 

 
 
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
―
１
８
０
（
78
・
12
） 

 

・
日
本
長
期
信
用
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
（
79
・
４
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
（
79
・
４
） 

 

・
富
士
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
74
・
12
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
74
・
12
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
３
５
（
76
・
12
） 
 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
３
５
（
76
・
12
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
３
８
（
77
・
９
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
８
（
78
・
４
） 

 

・
北
海
道
拓
殖
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
75
・
３
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
76
・
５
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
４
８
（
77
・
６
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
４
８
（
77
・
11
） 

 

・
三
井
銀
行 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
６
５
（
71
・
１
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
６
５
（
71
・
４
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
３
５
（
73
・
２
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
８
（
73
・
11
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
74
・
12
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
（
75
・
３
） 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
１
０
（
74
・
12
） 

 

・
三
菱
銀
行 
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Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８ 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０ 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０ 

 
 
 

Ｎ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
６
１
５ 

 
 
 

Ｎ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
６
１
５ 

【
証
券
・
保
険
】 

 

・
第
一
生
命
保
険 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
Ｍ
Ｐ
（
75
・
10
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８
Ｍ
Ｐ
（
75
・
10
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
（
78
・
６
） 

 

・
大
和
証
券 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
３
４
１ 

 

・
東
京
海
上
火
災
保
険 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
５
（
72
・
３
） 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
１
０
（
73
・
10
） 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
１
５
（
74
・
６
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
５
８
（
75
・
２
） 

 

・
日
本
生
命
保
険 

 
 
 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
―
１
７
０
（
77
・
11
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
Ｍ
Ｐ
（
79
・
12
） 

 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
Ｍ
Ｐ
（
79
・
12
） 

 

・
野
村
證
券 
 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
１
０
（
73
・
８
） 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
１
０
（
75
・
３
） 

 

・
山
一
証
券 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０
―
２
２
（
76
・
３
） 

 
 
 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０
―
８
４ 

  

こ
の
二
十
社
が
導
入
し
た
汎
用
機
は
七
十
三
セ
ッ
ト
、
う
ち
四
十

八
セ
ッ
ト
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
の
シ
ェ
ア
は
六
五
％
に

達
し
て
い
た
。 

 

―
―
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
で
七
割
。 

 

と
い
う
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
世
界
に
お
け
る
シ
ェ
ア
に
、
ほ
ぼ
近
づ
い
た

こ
と
に
な
る
。 

 
も
う
少
し
細
か
く
分
析
す
る
と
、
四
十
八
セ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
の

七
割
が
七
五
年
以
後
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
す
べ
て
が
新
規
導

入
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
既
存
機
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
リ
プ
レ
ー

ス
も
あ
っ
た
に
は
違
い
な
い
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
う
処
理
デ
ー
タ
量
の
急
増
に
対
応
す
る
増
設
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期
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
分
野
で
い
か
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
が
強

か
っ
た
か
が
分
か
る
。 

 

二 
  

読
者
に
お
い
て
は
、
第
百
四
十
「
手
負
い
の
軍
団
」
の
節
を
思
い

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
筆
者
は
富
士
銀
行
が
一
九
五
九
年

に
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を
導
入
し
た
の
が
都
市
銀
行
に
お
け
る
電
子
計
算
機
利

用
の
最
初
だ
っ
た
こ
と
を
書
い
た
。 

 

以
後
こ
の
銀
行
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
を
主
力
に
機
械
化
を
推
進
し
、

六
七
年
二
月
二
十
日
、
目
黒
支
店
で
三
井
銀
行
に
次
い
で
普
通
預
金

の
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
を
実
施
し
、
銀
行
の
大
衆
化
に
先
鞭
を
つ
け
た
。 

 

普
通
預
金
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
七
二
年
ま
で
に
全
支
店
を

カ
バ
ー
し
、
七
二
年
八
月
に
は
Ｔ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
経
営
統
計
照
合
シ
ス

テ
ム
「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
を
稼
動
さ
せ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
設
計
し
、
構
築
の
指
揮
を
と
っ
た
の
は
島

川
聖
明
と
石
﨑
純
夫
で
あ
る
。 

 

普
通
預
金
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
済
ま
せ
た
あ
と
、

島
川
と
石
﨑
が
取
り
組
ん
だ
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
大
幅

な
拡
張
で
あ
る
。
六
七
年
二
月
稼
動
の
シ
ス
テ
ム
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
（
Ｃ
Ｄ
：
現
金
自
動
支
払
機
）
に
よ
る
現
金
引
き
下

ろ
し
が
一
部
実
現
し
、
全
国
の
支
店
へ
の
展
開
が
始
ま
っ
て
い
た
。 

 

貯
金
量
は
日
本
一
、
情
報
シ
ス
テ
ム
で
も
ト
ッ
プ
の
座
を
確
保
し

た
が
、
二
人
は 

 

―
―
本
当
の
大
衆
化
に
は
ま
だ
ま
だ
。 

 

と
考
え
て
い
た
。 

 

金
融
の
大
衆
化
と
は
、
銀
行
業
務
の
サ
ー
ビ
ス
化
で
あ
り
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
給
与
の
銀
行
振
込
み
や
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
の
自
動
化
で
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
化
と
は
小
口
取
引
の
機
械
化
と
自
動
化
を
意
味
し
て

い
た
。 

 

そ
れ
に
よ
っ
て
顧
客
と
行
員
が
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
通
帳
や
伝
票
、

書
類
を
や
り
取
り
す
る
窓
口
業
務
が
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
、
併
せ
て

預
金
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

最
終
的
に
銀
行
の
省
力
化
と
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る
の

で
あ
る
。
の
ち
に
こ
れ
が
「
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
」
は
一
九
七
四
年
度
版
で
次
の
よ
う
に
解

説
し
た
。 

  
《
銀
行
の
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
》 

 
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
の
内
容
は
各
行
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
同
一
で

は
な
い
が
、
そ
の
特
徴
は
次
の
四
点
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

①
高
性
能
マ
イ
ク
ロ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
内
蔵
し
た
タ
ー
ミ
ナ 

 
 

ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
機
能
を
強
化
さ
れ
た
総
合 
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端
末
機
器
シ
ス
テ
ム
の
制
御
を
行
い
、
営
業
店
の
省
力
化
の
推 

 
 

進
。 

 
②
全
店
全
科
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
銀
行
間
の
預
金
受
払
、
全
銀 

 
 

シ
ス
テ
ム
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
、
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
の
接
続
。 

 

③
全
顧
客
を
対
象
と
し
た
顧
客
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
を
ベ 

 
 

ー
ス
と
し
て
事
務
の
合
理
化
お
よ
び
顧
客
取
引
状
況
情
報
の
提 

 

供
。 

 

④
複
数
系
統
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
ノ
ー
ダ
ウ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー 

 
 

ル
・
シ
ス
テ
ム
の
充
実
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
セ
ン
タ

ー
・
コ
ス
ト
の
軽
減
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
ば
か
り
で
な
く
、
行

外
シ
ス
テ
ム
と
結
ぶ
Ｃ
Ｄ
お
よ
び
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
無
人
化
を
促
進
さ

せ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
高
速
専
用
回
線
の
コ
ス
ト
負
担
、
メ
イ

ン
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
巨
大
化
を
伴
い
、
銀
行
の
企
業
規
模
に
よ
っ

て
は
単
独
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
困
難
に
な
っ
た
。 

  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
投
資
が
利
益
と
の
見
合
い
で
決
定
さ
れ
て
い
た
時

代
で
あ
る
。 

 

と
い
う
よ
り
、 

 

―
―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
機
械
化
、
自
動
化
で
省
力
化
し
た
分

が
利
益
に
計
上
さ
れ
る
。 

 

と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
だ
っ
た
時
代
、
都
市
銀
行
が
競
っ
て
取

り
組
ん
だ
の
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
新
し
い
利
益
の
創
出
」

だ
っ
た
。 

 

都
市
銀
行
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
に
所
属
す
る
一
部
の
人
々
に
と

っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
計
数
処
理
の
道
具
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
喩
え
て
い
え
ば
幕
末
維
新
に
お
け
る
蒸
気
船
で
あ
っ
た
。
う
ま
く

乗
り
こ
な
し
た
者
の
み
が
、
新
し
い
天
地
に
到
達
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

七
二
年
八
月
に
稼
動
し
た
「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
は
Ｔ
Ｓ
Ｓ
モ
ー
ド
の

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
８
を
セ

ン
タ
ー
マ
シ
ン
と
し
て
い
た
が
、
預
金
の
移
動
や
決
済
な
ど
銀
行
の

本
業
に
か
か
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
ん
に
ち
い
う
と
こ
ろ
の
情

報
系
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
営
業
店
店
頭
に
置
い
た
端
末
で
公
共
料
金
を
引
き
落
と

し
た
り
ロ
ー
ン
の
返
済
や
他
行
へ
の
振
込
み
を
行
う
と
な
る
と
、
ま

さ
に
基
幹
業
務
で
あ
る
。
第
一
次
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
稼
動

し
た
Ｃ
Ｄ
は
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
的
な
意
味
合
い
が
強
く
、
利
用
者
は
大

手
企
業
の
管
理
職
以
上
な
い
し
、
一
定
額
以
上
の
年
収
が
あ
る
人
に

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
自
動
引
落
し
、
自
動
振
替
、
振
込
み
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
制
限
す
る
こ
と
は
、
顧
客
を
差
別
的
に
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
し
、
手
作
業
の
事
務
手
続
が
残
る
の
は
か
え
っ
て
効
率
が
悪
い
。 

 

す
べ
て
の
営
業
店
、
す
べ
て
の
科
目
、
す
べ
て
の
顧
客
を
対
象
に
、

端
末
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
そ
の
セ
ン
タ
ー
マ
シ
ン
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
の
速
度

だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
・
更
新
速
度
が
求
め
ら
れ
た
。 

 
富
士
銀
行
が
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的
に
更
新
す
る
こ

と
を
計
画
し
始
め
た
の
は
、
石
﨑
純
夫
に
よ
る
と
、
七
二
年
の
春
だ

っ
た
。
そ
の
詳
細
な
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
国
内
の
主

要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
に
Ｒ
Ｆ
Ｐ
の
提
出
を
求
め
た
の
は

同
年
六
月
で
あ
る
。 

 

メ
ー
カ
ー
各
社
は
色
め
き
た
っ
た
。
銀
行
業
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
用
で
常
に
ト
ッ
プ
を
走
り
、
そ
の
動
向
が
他
行
に
与
え
る
影
響
に

は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

既
存
シ
ス
テ
ム
の
セ
ン
タ
ー
マ
シ
ン
を
握
っ
て
い
た
の
は
日
本
ユ

ニ
バ
ッ
ク
で
あ
る
。
金
融
営
業
本
部
長
だ
っ
た
佐
藤
雄
二
朗
が
陣
頭

指
揮
に
立
っ
た
。 

 

佐
藤
の
述
懐
。 

 

「
そ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
し
て
、
当
方
が
有
利
だ
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
富
士
銀
行
の
要
求
は
、
当
時
の
ユ
ニ
バ
ッ
ク
の
技
術
を
も
っ

て
し
て
も
か
な
り
高
度
で
、
わ
れ
わ
れ
は
富
士
銀
行
本
社
四
階
の
大

会
議
室
を
〝
戦
略
室
〞
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や

営
業
ス
タ
ッ
フ
を
缶
詰
に
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
ま
と
め
あ
げ
た
」 

 

対
抗
し
た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
佐
伯
達
男
は
言
う
。
当
時
、
シ
ス
テ
ム

開
発
室
長
。 

 

「
開
発
室
と
い
う
の
は
富
士
銀
行
の
た
め
に
特
設
し
た
部
門
だ
っ

た
。
自
分
が
統
括
責
任
者
と
な
っ
て
、
選
り
抜
き
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

営
業
ス
タ
ッ
フ
を
総
勢
三
十
人
ほ
ど
集
め
、
富
士
銀
行
の
本
社
近
く

の
ホ
テ
ル
に
本
部
を
置
い
て
、
全
員
が
そ
こ
で
一
か
月
寝
泊
り
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
技
術
力
を
も
っ
て
し
て
も
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
」 

 

佐
藤
は
言
う
。 
 

「
わ
れ
わ
れ
は
Ｅ
Ｘ
Ｅ
Ｘ
８
と
い
う
Ｏ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ

Ａ
Ｃ
４
９
４
、
同
４
１
８
―
Ⅲ
を
セ
ン
タ
ー
マ
シ
ン
に
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
富
士
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
部
門
も
お
お
む
ね
そ
の
方
向
だ

っ
た
」 

 

佐
伯
は
言
う
。 

 

「
最
初
、
ユ
ニ
バ
ッ
ク
に
流
れ
て
い
た
空
気
が
途
中
で
変
わ
っ
た
。

富
士
銀
行
は
、
こ
れ
だ
け
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
に
は
現
在
世
の
中
に

発
表
さ
れ
て
い
な
い
技
術
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」 

 

両
社
は
数
回
に
分
け
て
、
富
士
銀
行
の
ス
タ
ッ
フ
や
経
営
陣
を
ア

メ
リ
カ
に
案
内
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
メ
リ
カ
本
社
、
技
術
部
門
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
工
場
の
視
察
、
先
進
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス

テ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
を
訪
問
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
先
進
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
・
シ
ス
テ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
て
も
、
富
士
銀
行
の
構
想
を
聞

く
と
目
を
丸
く
し
た
。 

 

―
―
そ
れ
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
。 

 

多
く
の
企
業
が
肩
を
す
く
め
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
難
し
い
要
求
だ
っ
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た
。
し
か
し
富
士
銀
行
は
要
求
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
な
か
っ
た
。
技
術

的
に
は
必
ず
解
決
す
る
、
と
い
う
信
念
に
近
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
。 

 
七
三
年
に
入
っ
て
も
、
富
士
銀
行
は
発
注
先
を
ど
ち
ら
に
す
る
か

決
め
か
ね
て
い
た
。
社
内
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
派
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
派
が
あ
い

拮
抗
し
て
い
た
。
だ
け
で
な
く
、
い
や
が
上
に
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
将
来
を
左
右
す
る
重
大
事
な
の
で
あ
る
。 

 

―
―
第
三
者
機
関
に
評
価
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。 

 

と
言
い
出
し
た
の
が
誰
だ
っ
た
か
、
お
そ
ら
く
島
川
・
石
﨑
の
コ

ン
ビ
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

 

評
価
は
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ

ィ
チ
ュ
ー
ト
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
に
委
ね
ら
れ
た
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

を
母
体
に
し
た
超
一
級
の
総
合
シ
ン
ク
タ
ン
ク
会
社
で
あ
る
。
日
本

ユ
ニ
バ
ッ
ク
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
両
社
に
と
っ
て
も
異
存
の
あ
る
は
ず
が

な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

七
三
年
の
秋
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
は 

 

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
」 

 

と
い
う
結
論
を
示
し
た
。 

 

そ
の
主
な
理
由
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
技
術
で
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本

体
の
処
理
性
能
で
も
、
シ
ス
テ
ム
構
築
力
で
も
な
く
、
記
憶
装
置
に

あ
っ
た
。 

 

そ
の
記
憶
装
置
に
つ
い
て
語
っ
て
お
き
た
い
。 

 

五
〇
年
代
か
ら
富
士
銀
行
が
一
貫
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
を
中
心

に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
た
の
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
の
ほ
う
が

オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
性
能
に
優
れ
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。 
 

だ
が
七
〇
年
代
に
入
る
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
の
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
性
能
は

遜
色
な
い
水
準
に
達
し
て
い
た
。
違
っ
た
の
は
外
部
記
憶
装
置
だ
っ

た
。
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
は
ド
ラ
ム
装
置
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
は
磁
気
デ
ィ
ス

ク
装
置
で
あ
る
。 

 

電
気
的
な
仕
組
み
に
よ
る
記
憶
装
置
が
最
初
に
考
案
さ
れ
た
の
は
、

一
八
九
八
年
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
電
話
技
師
だ
っ
た
ポ
ー
ル
セ

ン
が
考
案
し
、
翌
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会

に
出
品
さ
れ
て
話
題
を
集
め
た
。「
鋼
線
式
録
音
機
」
と
呼
ば
れ
る
。

「
最
近
の
発
明
の
な
か
で
最
も
興
味
あ
る
も
の
」
と
し
て
賞
賛
さ
れ

た
が
、
実
用
化
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
技
術
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
渡
り
、
一
九
二
一
年
の
こ
と
、

ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト
が
考
案
し
た
三
極
真
空
管
に
よ
っ
て
増
幅
器
が
発

明
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
代
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
リ
ン
グ
型

磁
気
ヘ
ッ
ド
と
微
粉
末
塗
布
型
テ
ー
プ
が
開
発
さ
れ
た
。 

 
こ
こ
ま
で
の
段
階
で
は
、
ポ
ー
ル
セ
ン
の
ア
イ
デ
ア
は
軍
事
的
な

探
査
や
諜
報
を
目
的
と
す
る
音
声
・
電
気
信
号
の
記
録
用
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
計
算
機
の
記
憶
装
置
と
し
て
は
、
ア
タ
ナ
ソ
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フ
・
ベ
リ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
に
採
用
さ
れ
た
ラ
イ
デ

ン
瓶
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
使
わ
れ
た
水
銀
遅
延
管
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
な
ど

が
開
発
さ
れ
、
次
い
で
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
が
登
場
し
た
。 

 

磁
気
ド
ラ
ム
装
置
は
金
属
製
の
円
筒
の
内
側
に
磁
性
体
を
塗
布
し
、

そ
の
磁
性
体
を
帯
電
さ
せ
て
「
０
」
と
「
１
」
を
識
別
す
る
仕
掛
け

だ
っ
た
。
ド
ラ
ム
を
高
速
に
回
転
さ
せ
、
非
接
触
型
磁
気
ヘ
ッ
ド
で

デ
ー
タ
を
読
み
書
き
す
る
。 

 

そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
機
械
的
な
精
度
を
必
要
と
し
た
が
、
構
造
が

簡
単
な
の
で
量
産
が
可
能
だ
っ
た
。
実
際
、
日
本
電
気
は
パ
ラ
メ
ト

ロ
ン
式
の
小
型
電
気
計
算
機
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
２
０
１
」
の
記
憶
装
置

と
し
て
、
ブ
リ
キ
の
缶
を
使
っ
た
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
を
製
作
し
て
い

る
。 

 

記
憶
容
量
を
増
や
そ
う
と
す
る
と
、
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
は
ド
ラ
ム

の
直
径
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
磁
性
体
が
塗
布
さ
れ
る

の
は
円
筒
の
内
側
だ
か
ら
、
そ
の
面
積
は
直
径
を
倍
に
し
て
も
倍
に

し
か
増
え
な
い
。
デ
ィ
ス
ク
の
場
合
、
直
径
を
倍
に
す
れ
ば
面
積
は

四
倍
に
増
え
る
。 

 

つ
ま
り
、
よ
り
大
量
の
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
装
置
を
安
定
的
に
動
作
さ
せ
、
デ
ー
タ
の
読
み
書
き
に
信
頼
性

を
確
保
す
る
に
は
高
度
な
精
度
が
求
め
ら
れ
た
。
デ
ィ
ス
ク
の
駆
動

機
構
、
磁
気
ヘ
ッ
ド
の
位
置
決
め
、
デ
ィ
ス
ク
と
磁
気
ヘ
ッ
ド
の
間

に
生
じ
る
摩
擦
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
の
磨
耗
と
い
っ
た
課
題
を
一
つ
一

つ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

一
九
五
六
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
を
自
社
の
電
子

計
算
機
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
５
」「
同
６
５
０
」
に
初
め
て
実
用
化
し
た
。

使
用
し
た
デ
ィ
ス
ク
は
直
径
が
二
十
四
イ
ン
チ
、
約
六
十
一
セ
ン
チ

も
あ
っ
た
。 
 

一
イ
ン
チ
平
方
当
た
り
の
記
録
密
度
（bit per square inch

：
ｂ

ｐ
ｓ
ｉ
：
ビ
ッ
ト
／
イ
ン
チ
四
方
）
は
二
百
二
十
、
一
枚
当
た
り
の

記
憶
容
量
は
百
キ
ロ
バ
イ
ト
で
、
完
成
し
た
装
置
は
こ
れ
を
五
十
枚

組
み
込
ん
だ
大
が
か
り
な
も
の
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ

Ａ
Ｃ
機
が
標
準
で
装
備
す
る
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
と
、
大
き
さ
、
記
憶

容
量
で
互
角
の
外
部
記
憶
装
置
を
独
自
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

以
後
、
記
録
密
度
を
高
度
化
す
る
技
術
開
発
が
絶
え
間
な
く
続
け

ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

六
一
年
に
発
売
さ
れ
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
５
」

の
記
録
密
度
は
九
百
ｂ
ｐ
ｓ
ｉ
だ
っ
た
が
、
六
二
年
発
売
の
「
同
１

３
０
１
」
は
二
千
六
百
ｂ
ｐ
ｓ
ｉ
と
三
倍
に
な
っ
た
。
六
三
年
の

「
同
１
３
１
１
」
は
五
千
ｂ
ｐ
ｓ
ｉ
、
七
一
年
の
「
同
３
３
３
０
」

は
八
千
ｂ
ｐ
ｓ
ｉ
、
そ
し
て
七
三
年
三
月
発
表
の
「
同
３
３
４
０
」

で
は
、
つ
い
に
三
万
三
千
ｂ
ｐ
ｓ
ｉ
に
達
し
た
の
だ
っ
た
。 

 
最
初
の
実
用
化
モ
デ
ル
か
ら
十
七
年
を
経
て
、
デ
ィ
ス
ク
は
金
属

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
、
そ
の
直
径
は
二
十
四
イ
ン
チ
か
ら
八
イ
ン

チ
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
か
つ
、
磁
気
ド
ラ
ム
装
置
と
比
べ
ア
ク
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セ
ス
タ
イ
ム
が
格
段
に
速
い
。 

 
こ
れ
に
対
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
計
画
が
な
か
っ
た
。 

 

Ｓ
Ｒ
Ｉ
は 

 

―
―
次
期
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
中
核
技
術
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
あ
る
。 

 

と
判
断
し
た
。 

 

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
性
能
や
通
信
回
線
の
デ
ー
タ
伝
送
速
度
が
向
上

す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。
と
な
る
と
、
富
士
銀
行
が
要
求
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
レ
ス
ポ
ン
ス
を
可
能
に
す
る
の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
で
あ

る
。
加
え
て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

「
Ｓ
Ｎ
Ａ
」
を
発
表
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
。 

 

こ
れ
が
決
定
打
に
な
っ
た
。 

 

と
は
い
え
、
富
士
銀
行
は
Ｓ
Ｒ
Ｉ
が
出
し
た
結
論
を
鵜
呑
み
に
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
将
来
の
技
術
を
見
れ
ば
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
優
位

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機

で
動
い
て
い
る
。
こ
れ
を
動
か
し
続
け
な
が
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
に
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

 

再
び
佐
藤
が
言
う
。 

 

「
形
勢
不
利
は
否
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
最
後
の
手
段
に
出
た
ん
で
す
」 

 

佐
藤
が
と
っ
た
最
後
の
手
段
と
は
、
当
時
副
頭
取
だ
っ
た
松
沢
卓

二
へ
の
直
訴
で
あ
る
。 

 

―
―
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
機
か
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
に
移
行
す
る
の
は
、
高
速

で
飛
ん
で
い
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
へ
、
す
れ
違
い
ざ
ま

に
乗
客
を
乗
り
換
え
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

と
佐
藤
は
訴
え
た
。 
 

「
そ
う
か
。
そ
ん
な
に
危
険
な
こ
と
な
の
か
」 

 

松
沢
は
言
っ
た
。 

 

土
壇
場
で
佐
藤
に
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
き
た
。 

 

「
ま
い
っ
た
」 

 

頭
を
抱
え
た
の
は
佐
伯
で
あ
る
。 

 

佐
藤
の
た
と
え
話
は
、
誇
張
は
あ
っ
た
が
事
実
だ
っ
た
。 

 

佐
伯
は
困
難
さ
を
認
め
つ
つ
、 

 

―
―
二
機
の
飛
行
機
を
同
じ
速
度
で
飛
ば
し
、
空
中
で
給
油
し
な

が
ら
乗
客
を
乗
り
換
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

と
反
論
し
た
。 

 

七
四
年
春
、
富
士
銀
行
は
二
年
間
に
わ
た
る
検
討
に
終
止
符
を
打

っ
た
。
ま
ず
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
の
佐
藤
が
呼
ば
れ
、
副
頭
取
・
松
沢

か
ら
慰
労
の
言
葉
を
受
け
た
。
面
会
を
終
え
た
佐
藤
を
乗
せ
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
が
開
い
た
と
き
、
目
の
前
に
佐
伯
が
立
っ
て
い
た
。 

 
「
佐
藤
さ
ん
は
目
を
真
っ
赤
に
し
て
涙
を
浮
か
べ
て
い
た
。
私
は

何
も
言
え
な
か
っ
た
」 

 

佐
伯
は
頭
を
下
げ
て
佐
藤
の
背
中
を
見
送
っ
た
。 
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竜
虎
が
す
れ
違
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

 
富
士
銀
行
は
七
四
年
八
月
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
、
同
年
十
二
月
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
―
１
６
８

に
よ
る
預
金
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
さ
せ
た
。
新
シ
ス
テ

ム
に
全
面
移
行
し
た
の
は
七
七
年
一
月
で
あ
る
。 

 

Ｓ
Ｒ
Ｉ
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
軍
配
を
上
げ
た
要
因
に
は
、
も
う
一
つ
語
ら

れ
ざ
る
理
由
が
あ
っ
た
。 

 

―
―
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
は
ミ
ス
タ
ー
・
サ
ト
ウ
一
人
な
の
に
対
し

て
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
組
織
で
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

島
川
・
石
﨑
も
ま
た
、
泣
い
て
馬
謖
を
斬
っ
た
の
で
あ
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

【
参
考
】
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
銀
行
業
界
に
お
け
る
計
算
機
導
入 

『
情
報
処
理
産
業
年
表
』
に
よ
る
導
入
状
況
は
次
の
通
り
。 

 

一
九
六
六
年 

３
月 

三
菱
銀
行
：
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
５
０ 

６
月 

住
友
銀
行
：
Ｎ
Ｃ
Ｒ
３
１
５
Ｒ
Ｍ
Ｃ 

７
月 

日
本
開
発
銀
行
：
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
２
０ 

８
月 

三
和
銀
行
：
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
４
０
１
０
、
同
３
０
３
０ 

９
月 

平
和
相
互
銀
行
：
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０ 

こ
の
年
富
士
銀
行
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
軍
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ

１
２
８
１
」（
商
用
モ
デ
ル
名
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
４
１
８
」）
を
輸
入
し
て
い

る
。 

 

一
九
六
七
年 

４
月 

広
島
銀
行
：
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
４
０
０
―65 

12
月 

八
十
二
銀
行
：
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０ 

 

一
九
六
八
年 

11
月 

第
一
銀
行
：
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―50 

12
月 

日
本
興
業
銀
行
：
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
４
０
０
Ａ 

 

一
九
六
九
年 

５
月 

日
本
勧
業
銀
行
：
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
５
０
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
モ
デ
ル
６
５ 

８
月 

日
本
興
業
銀
行
：
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
４
０
０
Ｂ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
の
後
継
機
種
と

し
て
七
七
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
モ
デ
ル
１

６
８
の
約
一
・
六
倍
か
ら
一
・
八
倍
の
性
能
を
持
ち
価
格
は
同
等
だ
っ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
―
１
９
０
同
等
マ
シ
ン
だ
っ
た
。
入
出
力
装
置
や
補
助
記

憶
装
置
、Ｏ
Ｓ
な
ど
を
一
つ
に
統
合
し
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
＝
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
」

の
概
念
を
形
成
し
た 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
シ
リ
ー
ズ
に
対
抗
し
て
開
発

さ
れ
た
大
型
汎
用
機
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
技

術
計
算
な
ど
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ
替
え
る
こ
と
で
多

目
的
に
利
用
で
き
た
。
超
大
型
機
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
１
０
０
／
９
０
シ
リ
ー

ズ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
同
等
以
上
の
評
価
を
受
け
、
八
〇
年

代
後
半
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
を
リ
プ
レ
ー
ス
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｓ 

Fuji O
nline Corporate A

ccounting System

：
富
士
銀

行
が
取
引
先
法
人
顧
客
の
経
営
層
向
け
に
各
種
の
金
融
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
に
構
築
し
た
。
営
業
店
の
法
人
営
業
部
門
に
設
置
し
た
カ
ラ
ー
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
付
き
専
用
装
置
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ

Ａ
Ｃ
１
１
０
８
を
専
用
回
線
で
結
ん
だ
。
金
融 

機
関
に
よ
る
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。 

全
銀
シ
ス
テ
ム 

全
国
銀
行
協
会
加
盟
の
都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
、
相
互
銀

行
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
パ
ケ
ッ
ト
交

換
方
式
で
為
替
情
報
を
や
り
取
り
す
る
と
と
も
に
振
替
、
振
込
み
な
ど
資
金

移
動
を
可
能
に
し
た
。 

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ 

Society for W
orldw

ide Interbank Financial T
eleco 

M
m
unication

：
国
際
銀
行
間
通
信
協
会
。
１
９
７
３
年
、
欧
米
を
中
心
と

す
る
五
十
四
か
国
・
二
百
三
十
九
銀
行
が
出
資
し
て
ベ
ル
ギ
ー
に
設
立
さ
れ

た
金
融
機
関
間
の
送
金
や
決
済
を
行
う
非
営
利
団
体
。
世
界
最
大
規
模
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九
八
一
年

か
ら
海
外
の
銀
行
と
の
為
替
取
引
デ
ー
タ
交
換
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 
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佐
藤
雄
二
朗 

さ
と
う
・
ゆ
う
じ
ろ
う
／
１
９
３
２
〜
２
０
１
０
。
立
教
大

学
を
出
て
吉
澤
会
計
機
に
入
り
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
の
電
子
計
算
機
の
営
業
マ
ン

と
な
っ
た
。
金
融
営
業
部
門
を
統
括
し
富
士
銀
行
を
め
ぐ
る
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と

の
戦
い
に
敗
れ
た
あ
と
大
阪
支
店
長
と
な
り
、
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
の
営
業
を

立
て
直
し
た
。
九
二
年
独
立
し
ア
ル
ゴ
21
を
設
立
、
東
京
証
券
取
引
所
一
部

上
場
を
果
た
し
た
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
会
長
を
務
め
た
。 

佐
伯
達
男 

さ
え
き
・
た
つ
お
：
慶
応
大
学
を
出
て
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
入
っ
た
。

の
ち
副
社
長
と
な
り
、
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
社
長
、
日
本
Ｅ
Ｄ
Ｓ
社
長
を
経
て
Ｉ

Ｍ
Ｓ
社
長
と
な
っ
た
。 

ポ
ー
ル
セ
ン 

V
aldem

al Poulsen
／
１
８
６
９
〜
１
９
４
２
。
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
で
生
ま
れ
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
入
っ
た
が
中
退
、
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
電
話
会
社
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
た
。
一
八
九

八
年
電
磁
的
記
録
装
置
「
テ
レ
グ
ラ
フ
ォ
ン
」
を
開
発
．
一
九
〇
〇
年
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ

の
肉
声
を
録
音
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。 

鋼
線
式
録
音
機 

回
転
円
筒
を
用
い
た
構
造
は
エ
ジ
ソ
ン
の
機
械
式
録
音
機

と
似
て
い
る
が
、
音
声
の
電
気
信
号
を
コ
イ
ル
に
よ
っ
て
磁
気
に
変
換
し
、

円
筒
に
巻
い
た
鋼
線
に
磁
気
パ
タ
ー
ン
を
記
録
す
る
と
い
う
原
理
（
電
磁
誘

導
）
に
よ
る
録
音
装
置
だ
っ
た
。 

ア
タ
ナ
ソ
フ
・
ベ
リ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

頭
文
字
を
取
っ
て
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」

と
呼
ば
れ
る
。
一
九
三
九
年
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
の
ジ
ョ
ン
・
ア
タ
ナ
ソ
フ

（John V
incent A

tanasoff

／
１
９
０
３
〜
１
９
９
５
）
と
ク
リ
フ
ォ
ー

ド
・
ベ
リ
ー
（Clifford Edw

ard Berry

／
１
９
１
８
〜
１
９
６
３
）
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
電
子
計
算
機
。
お
そ
ら
く
数
学
計
算
の
た
め
に
真
空
管
を
使

用
し
た
最
初
の
マ
シ
ン
と
さ
れ
る
。 

ラ
イ
デ
ン
瓶 

一
七
四
六
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
ピ
ー
テ
ル
・

フ
ァ
ン
・
ミ
ュ
ッ
セ
ン
ブ
ル
ー
ク
（Pieter van M

usschenbroek

／
１
６

９
２
〜
１
７
６
１
）
が
静
電
気
の
実
験
用
に
作
っ
た
。
ガ
ラ
ス
瓶
と
錫
の
箔

を
用
い
、 

電
気
を
通
さ
な
い
絶
縁
物
に
よ
っ
て
錫
箔
に
静
電
気
を
貯
め
る
。

こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
「
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
本
で
は
「
コ
ン
デ
ン
サ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

水
銀
遅
延
管 

水
銀
を
詰
め
た
細
長
い
管
の
端
の
一
方
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
、

一
方
に
マ
イ
ク
を
取
り
付
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
信
号
を
音
の
信
号
に
変
え

て
水
銀
管
を
通
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
が
音
を
発
し
て
か
ら
マ
イ
ク
が
音
を
拾
う

ま
で
、
わ
ず
か
だ
が
時
間
が
か
か
る
。
つ
ま
り
そ
の
間
、
水
銀
管
の
中
に
デ

ー
タ
が
貯
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

ブ
ラ
ウ
ン
管 

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
受
光
面
に
ビ
ー
ム
を
当
て
る
と
そ
こ
に
電
荷

が
生
じ
る
。
こ
の
電
荷
は
次
の
ビ
ー
ム
が
当
た
る
ま
で
同
じ
と
こ
ろ
に
残
存

す
る
。
走
査
線
単
位
で
デ
ー
タ
長
を
設
定
し
、
電
荷
を
一
ビ
ッ
ト
と
す
る
こ

と
で
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
る
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
画
像
表
示
技

術
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
応
用
し
た
。 

松
沢
卓
二 

ま
つ
ざ
わ
・
た
く
じ
／
１
９
１
３
〜
１
９
９
７
。
東
京
に
生
ま

れ
一
九
三
八
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
出
て
安
田
銀
行（
の
ち
富
士
銀
行
）

に
入
っ
た
。
総
務
部
長
を
経
て
六
一
年
取
締
役
、
六
三
年
常
務
、
七
三
年
副

頭
取
、
七
五
年
頭
取
、
の
ち
会
長
と
な
り
八
七
年
相
談
役
と
な
っ
た
。
常
務

の
と
き
都
市
銀
行
懇
話
会
の
幹
事
と
し
て
政
府
に
よ
る
金
融
機
関
の
〞
護
送

船
団
方
式
〞
の
政
策
に
レ
ー
ル
を
敷
き
、
七
八
年
全
国
銀
行
協
会
会
長
と
な

っ
て
金
利
自
由
化
に
取
り
組
ん
だ
。
八
六
年
金
融
界
初
の
日
本
経
済
団
体
連

合
会
副
会
長
と
な
っ
た
。三
菱
銀
行
の
中
村
俊
男
、住
友
銀
行
の
磯
田
一
郎
、

三
和
銀
行
の
渡
辺
忠
雄
と
並
び
都
市
銀
行
の「
実
力
会
長
時
代
」を
築
い
た
。

金
融
業
界
き
っ
て
の
論
客
で
あ
る
と
と
も
に
強
力
な
指
導
力
を
発
揮
し
た
こ

と
か
ら
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
異
名
が
あ
っ
た
。 
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